
  

＜県アンサンブルコンテストいわき支部大会に出場＞ 
１２月８日（土）に、いわきアリオスにおいて、アンサンブルコンテスト 

が開催されました。本校からは、管打７重奏、管打６重奏に、３グループが 
出場しました。会場には多くの観客が訪れており、初めて舞台で演奏を行っ 
た１年生は、とても緊張したことと思います。 
そのような中でも、精一杯演奏する姿や曲調を体全体で表現する姿があり 

ました。それぞれが演奏後に感じたことや考えたことを、今後の練習に是非 
つなげてほしいと思います。さらなる成長を期待しています。 

 

＜いわきクロスカントリー大会で入賞＞ 
１２月８日（土）に、２１世紀の森公園で、クロスカントリー大会が開催されました。本

校の特設陸上部から、２年生２名が３㎞の部に出場し、見事、入賞を果たしました（７位、
９位）。 

特設陸上部は、現在も朝の練習を続けています。徐々に寒さも厳しくなり、今週は氷点下 
の中で練習する日もありました。来年２月には市の新人駅伝大会がありますが、それに向け 
て個人として、また、チームとして目標をしっかりと設定し、さらに練習に励んでほしいと 
思います。 
 

  
 
 
 
 
 
          朝練習の様子            クロスカントリー大会の様子 
 
＜３年生、面接指導を開始＞ 

先週から今週にかけて、私立高校の出願を行いました。また、１２月８日（土）に入試を 
実施した私立高校もありました。現在は来年の県立高校のⅠ期受験に向けて、願書や志願理 
由書などの出願準備を行っています。 
 これに併せて、面接指導も始まり、面接ガイドなどを使って学習したり、面接練習を行っ 
たりしています。面接練習は放課後の時間を使って行いますが、今週は第１回目ということ 
で、３学年の先生方が面接官となって面接を行いました。受験を希望する高校ごとに、４つ 
の会場に分かれて模擬面接を行いました。来週の１７日（月）から２回目、年明けの１月に 
３回目の練習を行います。３回目は本番を想定し、校長・教頭・教務主任も加わり模擬面接 
を行います。面接試験に向けてしっかりと準備をして、当日を迎えさせたいと思います。 
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＜面接の６つの心得＞ 
 ①相手の視線を受け止める（相手の目をしっかり見る） 
  面接では、自信や意欲を感じ取ってもらうことがとても重要です。せっかく立派な答えでも、 

うつむいていては伝わりません。まず、面接官の視線をまっすぐに受け止め、堂々と話しまし 
ょう。 

  ②簡潔明瞭に答える 
   一つの質問に対して、自分の考えや意見を簡潔明瞭に答えるように心がけましょう。そのため 

には、まず質問内容をよく聞いて、一呼吸置いて何を答えればよいかを考えてから、答えるよ 
うにしましょう。考えがまとまらないまま、自分でも何を言いたいのかよく分からない状態で 
長々と話をしないことが大事です。 

  ③過去より未来をアピールする 
   自分を強く印象づけようと実績を強調しすぎない。ふだんの人間関係と同じことで謙虚さは必 

要です。面接官が期待するのは、あくまで未来（高校での活躍）です。そのことを念頭に、過 
去の経験や実績を、高校入学後にどのように役立たせていくかをアピールしましょう。 

④積極的な印象を与える 
面接で最も評価が低くなるのは、消極的で覇気（意欲・やる気）が感じられない場合です。こ 
の高校で頑張りたいという積極性を伝えることが大切です。積極性は言葉だけではなく、機敏 
な動作や身ぶりによっても表現することができます。言葉もハキハキと小気味よく。 



 
 
 
 
 
 
 
 
＜高等学校等就学支援金制度について＞ 

高等学校等就学支援金制度について、３年生全員に案内チラシを配付しました。必ず、保 
護者の方に渡すように説明して配付しましたので、確認をお願いします。 
 この制度は、教育費の負担軽減を図るために、国が授業料を支援するものです。これには 
所得制限など、支給に当たっての制限があります。また、受給には申請が必要となります。 
高校入学時に高校から案内がありますので、それに従い申請書類の提出などの手続きを行い 
ます。受給権利があっても、申請をしない場合は受給されませんので、ご注意ください。 
 

＜「年末年始交通事故防止県民そうぐるみ運動」について＞ 
今週１２月１０日（月）から来年 1月７日（月）までの２９日間は、年末年始の交通事故 

防止県民総ぐるみ運動期間となります。 
残念なことに、悲惨な交通事故のニュースは後を絶ちません。特に、年末年始という１年 

の締めくくりと始まりの時期には、交通事故などの悲しいニュースはなくなってほしいと思 
います。年末年始を含めた冬休みを、健康で安全に、そして楽しく清々しく過ごすために、 
以下の事柄に十分注意して、交通事故に遭わない、起こさないように生活してほしいと思い 
ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜１２月１３日は〝正月事始め〟＞ 
１２月１３日は、年中行事のひとつである〝正月事始め〟にあたります（１２月８日とす 

る説、地域もあります）。これは、正月を迎える準備を始めることで、かつては旧暦の１２月 
１３日に行われていました。昔は、この日に門松をつくる材料や雑煮を炊くための薪など、 
お正月に必要な木を山に取りに行く習慣がありました。 
 

 
 

月 日 曜日 給食 お  も  な  行  事 

１２月１７日 月 〇 放送朝会 

１２月１８日 火 〇 カウンセラー来校 

１２月１９日 水 〇 ノー部活デー 

１２月２０日 木 〇 
１・２年生学力テスト ５校時のため 15:05下校 

部活動 17:15まで（大会前のバスケ・バドミントン部は 18:15まで） 

１２月２１日 金 ✕ ２学期終業式 ※昼食・部活動なし（11:20下校） 

１２月２２日 土  生徒会長サミット実践報告会（市文化センター 8:30～）  

来週の予定 

＜交通事故防止運動＞ 
年間スローガン 「みんながね ルール守れば ほら笑顔」 

 運動スローガン 「ハイビーム 上手に使って 事故防止」 
 運動の重点 ①高齢者の交通事故防止 
       ②夕暮れ時や夜間の交通事故防止（特に、反射材用品等の着用の推進） 
       ③全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底 
       ④飲酒運転の根絶 
 ※特に、②と③にいて 
  ・外出時には、明るい目立つ色の服装で、履物や持ち物などに反射材用品をつけ、懐中 

電灯を使用する。 
   ・自転車にも反射材用品を取り付け、夕暮れ時は早めにライトを点灯する。また、路面 

凍結時や降雪時には、無理な自転車利用を控える。 
   ・シートベルトは、高速道だけでなく一般道でも、後部座席を含めて全席着用が義務づ 

けされています。 

 ⑤知ったかぶりはしない 
   知識が問われる質問の場合、無理して答えようとせず、わからないことはわからないと答える 

方が誠実な印象を与え、結果としてプラスになります。ただし、答えられる方が、評価が高く 
なるのは言うまでもありません。 

  ⑥一生懸命が何より大事 
   面接の受け答えは、多少たどたどしくても、伝えたようという気持ちで、一生懸命答えること 

が何より大事です。そうした態度には誠実な人柄が感じられます。面接においては、演じるよ 
りも、一生懸命な自分を表すことの方が大事です。 


